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【本研究領域の目的】 

本研究領域は、従来の「成長から衰退へ」という固
定的な発達・加齢観を刷新し、人間の生涯における変
化を、社会との相互作用の中で多様な成長と変容を
繰り返す生涯発達のプロセス（図１）として明示する
ことを目的とする。そして、人間に関する多様な学問
分野を融合することで、新しい学際的研究分野とし
ての「生涯学」を創出する。その目的を達成するため、
行動解析を基盤とする認知心理学的研究、脳機能の
計測による生理心理学的研究、精神・神経疾患を対象
とする臨床心理学的研究、社会調査を基にした社会
学的研究、多様な文化を対象としたフィールド調査
を基にした文化人類学的研究などの基盤的研究と、
それらの基礎的研究の成果を社会実装するための教
育学的研究を有機的に連携させ、基礎から応用まで
の展開を進める多元的な人間研究を実施する。本研
究領域の進展により、全世代の人々が豊かな人生を
享受できる超高齢社会を実現するための科学的基盤
の解明と、
そ の 成 果
を 元 に し
た 社 会 実
装を行い、
新 し い 生
涯 観 を 社
会 と 共 有
す る こ と
を目指す。 

 
【本研究領域の内容】 

本研究領域では、既存の学問分野に留まらない広
範で多元的な研究を実施することで、従来の生涯観
を刷新するための心理・社会メカニズムの解明とそ
の社会実装を進める。 

具体的には、高齢期でも獲得できる認知機能の性
質と、高齢期には獲得しにくく衰退・消失してしまう
認知機能の性質を若年者との比較の中で実験的に明
らかにし、柔軟な可塑性が引き出されるメカニズム
を明らかにする（認知心理学、生理心理学）。また、
認知機能障害の実態とそれに関わる認知予備力につ
いて検討する（臨床心理学）。さらに、多様な実社会
において、様々な世代や障害に対する適切な生涯観
に依拠しつつ、新たな発達・加齢観の下で育まれる豊
かな生涯を支えるために、効果的なソーシャルサポ
ートとはどのようなものかを大規模社会調査から明
らかにする（社会学）。そして、知識や技能の獲得過
程と成熟過程若しくは消失過程が、文化や生活環境

が違う場所でどのように発現しているのか、社会制
度や生態環境によってどのような影響を受けるのか、
多様な人類社会においてどのような発達観や加齢観、
ライフサイクルがあるのかを多様な社会集団に対す
るフィールドワークから明らかにし、それらの比較
を通して多様な生涯観を相対化することで、新たな
生涯観を生み出す社会的要因とその可能性と限界を
探る（文化人類学）。その上で、これらの基礎的知見
を基盤としつつ、地域や個人に即した社会教育プロ
グラムを実践することで、新たな生涯観の中で実現
される社会教育プログラムを実装する（教育学）。こ
のようにして、人間に関する諸科学、すなわち心理
学、文化人類学、社会学、教育学等を融合して基礎
から応用への展開を進め、更にそれらの研究を循環
させること
で、従来の
発達・加齢
観を刷新す
る 新 た な
「生涯学」
を創出する
（図２）。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究領域の中心的な成果は、「生涯学」という新

しい加齢観に根差した学際的な研究領域を世界に向
けて確立することであり、超高齢社会に有益となる
新たな生涯観を社会へ提供することである。すなわ
ち、新しい生涯観に裏打ちされた人間発達の実態を
明らかにすることで、生涯発達という発想を社会に
広め、人間が年齢を重ねていく中でいかに柔軟性と
多様性を持つ存在であるかを示せるはずである。ま
た、脳機能の加齢による可塑的変化のメカニズムを
理解し、それに基づいた教育法の開発も期待できる。
それは同時に、新しい生涯観に基づく豊かな超高齢
社会の実現に向けた科学的基盤を提供することでも
ある。 
 

【キーワード】 
（神経）可塑性：神経系が、外的環境や心理学的要
因等の影響によって機能的・構造的に変化する性質。 
 

【領域設定期間と研究経費】 
 令和２年度－６年度 759,600 千円 
 

【ホームページ等】 
https://www.lifelong-sci.jinkan.kyoto-u.ac.jp 

図２ 領域の全体構成 

図１ 生涯発達の概念図 


